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注射オーダにおける抗悪性腫瘍剤の自動規格選択機能について 

 

近年発売される抗悪性腫瘍剤は非常に高額であるため、高用量規格の製剤のみでは薬剤

費および患者の負担が著しく増加することになります。そのため、オーダ時には高用量規

格の製剤と低用量規格の製剤を組み合わせて処方することになり、医師の負担増加および

オーダ入力ミスによる医療事故のリスクを危惧する必要が生じます。 

これらの状況を改善するため、このたび注射オーダリングシステムを一部改修し、抗悪

性腫瘍剤の自動規格選択機能を導入することになりましたので、その機能と変更点につい

てお知らせします。なお、本機能の運用は 2 月 29 日(水)より開始します。 

 

現行のシステムでは、それぞれの規格を選択し、用量を個別に入力する必要があります

(図 1a)が、本機能導入後は薬剤選択時に規格表示のない薬剤名が表示されるようになり

ます。オーダの際はこの薬剤名と投与量を入力するだけで、自動的に適切な規格が選択さ

れるようになります(図 1b、2)。また、オーダ確認画面および注射指示書には、選択され

た規格の内訳が表示されるようになります(図 2、3)。 

 

 

以下に、例として抗悪性腫瘍剤「ランダ注」を 93mg オーダする際の画面を示します。 

 
（図 1a） 

【現行の注射オーダ画面】 

 
 

 
 

（図 1b） 

【改修後の注射オーダ画面】 

  
 

 
  

規格表示のない薬剤名が表示さ

れるようになります。 

この薬剤名を選択し、 

投与量を入力するだけで 

完了です。 

用量を個別に入力する必要

がありました。 

それぞれの規格を選択し 



 

 

（図 2） 

【現行のオーダ確認画面】 

 
 
【改修後のオーダ確認画面】 

 
 
（図 3） 
【現行の注射指示書】 

 
【改修後の注射指示書】 

 

 

なお、メトトレキサート製剤である「注射用メソトレキセート 5mg」「同 50mg」「メ

ソトレキセート点滴静注用 200mg」については剤形が統一されていないことから本機能

を適用しておりませんので、従来通りの運用となります。 

 

本機能につきましては、電子カルテ上のオンラインマニュアル内にも掲載しております

ので、併せてご確認ください。 

不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室（内線 7083）までご連絡下さい。 

複数規格薬剤の内訳を表示するエリアが追加され、 

払出される規格を確認することができます。 

オーダ確認画面と同様に、1 行目に

規格表示のない薬剤名と総投与量、

その下に、払出される規格の内訳が

表示されます。 


